
だ
よ
り

だ
よ
り

や 気る げ気ん も きと
令和二年
夏号

ご
挨
拶

会
長
　岡
本
政
弘

加
藤
も
と
き
後
援
会

　
盛
夏
の
候
︑時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
段
︑お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
︒平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
︑厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
こ
の
た
び
︑
選
挙
で
の
初
当
選
か
ら
約
1
年
が

経
ち
︑後
援
会
だ
よ
り﹁
や
る
気
︑げ
ん
気
︑も
と
き

だ
よ
り
﹂を
発
行
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
︒

　
し
か
し
︑
後
援
会
だ
よ
り
初
号
の
準
備
を
し
て

い
た
矢
先
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
︑
配
布
を
自
粛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
︒そ
の
た
め
︑
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
さ
て
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
︑
ま
さ
に

国
難
と
い
う
べ
き
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
︒私

達
も
︑
密
集
︑
密
接
︑
密
閉
の
三
つ
の
密
を
避
け
る
︑

マ
ス
ク
の
着
用
︑
手
洗
い
な
ど﹁
新
し
い
生
活
様
式
﹂

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒一

刻
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
︒

　
現
在
︑私
は
︑市
議
会
の
中
で
最
大
会
派
の
自
民

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
︑
充
実
し
た
議
員
活
動
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
︒

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
恩
を
︑
議
員
︑
議
会
活

動
を
通
じ
て
︑市
︑地
区
の
発
展
の
た
め
︑お
返
し
し

て
ま
い
り
ま
す
︒

　
そ
の
中
で
︑
議
員
活
動
︑
後
援
会
活
動
︑
市
政
情

報
な
ど
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
市
政
報
告
会
︑
対
話
す
る
場“
小
山
よ
い

と
こ
カ
フ
ェ
”
等
を
通
じ
て
︑
市
民
の
皆
様
方
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
︑市
政
に
反
映
さ
せ
︑市
民

の
代
表
と
し
て
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
今
後
と
も
ご
指
導
な
ら
び
に
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
加
藤
も
と
き
議
員
は
、初
当
選
し

て
以
来
、約
1
年
と
な
り
ま
す
。

　
毎
日
が
大
変
忙
し
く
か
つ
充
実

し
た
議
員
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

精
力
か
つ
積
極
、情
熱
的
に
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

感
染
。日
本
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。

見
え
ぬ
敵
と
の
闘
い
は
戦
争
で
あ

り
、国
家
存
亡
の
危
機
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
ん
な
時

こ
そ
、一
人
一
人
の
行
動
が
試
さ
れ

ま
す
。人
間
と
し
て
の
資
質
、
人
格

が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
が
肝
に
銘
じ
た
行
動
を
自

ら
が
考
え
、ル
ー
ル
を
順
守
し
な
が

ら
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　
人
類
の
歴
史
は
、疾
病
と
の
闘
い

の
歴
史
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。そ
の
都
度
、
人
間
の
英
知
を

結
集
し
、
勝
利
し
て
き
ま
し
た
。明

け
ぬ
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
互
い
に

自
制
し
、こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

令和元年活動報告
刈谷市の取り組み
高齢者安全運転支援装置

設置費補助制度
９
月
議
会

12
月
議
会

アクセルとブレーキの踏み間違いに
よる交通事故を防止するため、７０
歳以上の方を対象に、現在乗って
いる自動車に後付けできる安全運
転支援装置の購入及び設置費用の
一部を補助。

令和２年４月１日から、入院に係る
子ども医療費の支給対象を高校生等
（１８歳に達した日以後の最初の３月
３１日までの間にある者）まで拡充。

子ども医療費の助成の拡充

加藤もとき 検索

�� ��� ������� ����� ���� ���
�� � � � ��
������� ����� ���� ���

〒��
�		�
 刈谷市稲場町 � 丁目 �	
 番地

市政・生活・地域の課題や陳情、助けが必要なことなど皆様のお声をお寄せください。
SNS・HPもご覧ください��� �	�����������

加藤もとき事務所

刈谷市議会建設委員会視察記録 令和元年10月9日（水）～11日（金）

神奈川・小田原市神奈川・小田原市

テーマ

神奈川・小田原市、東京・府中市、埼玉・川越市
　議員として初めての委員会視察に臨みました。今回の視察においては、３つの地方自
治体の先進事例の取り組みについて、調査、研究してきました。実際に現地に赴き、担当
の職員から説明を受けた後、質問することが出来るので、大変有意義でありました。視
察を通じて得た知識、経験等を、今後の議員、議会活動に生かしていきます。

小田原市の立地適正化
計画（コンパクトシティ
＝集約型まちづくり計
画）について

初めての一般質問

「地域の担い手不足に対し、地域担当職員制度の導入を」
（主な答弁者：市民活動部長）

　令和元年12月5日（木）の12月定例会にて、議員として初めて一般質問し
ました。
　質問したテーマは、「地域の担い手不足と地域担当職員制度について」
「スクールロイヤー（学校弁護士）制度について」です。

今後もこうした一般質問を通じて、市へ問題提起・提言していきます。

地域の担い手不足という課題に対して、各地域に職員を配置して
地域の人的支援をする地域担当職員制度の導入が必要と考える
が、その問題点は。

問

職員本来の業務と両立しながら活動する体制づくりが必要である。
また、市職員が携わることで、地域の自立や、自主的で主体的な活
動を阻害するなどの課題がある。

答

問

答

問

答

市として、地域組織の担い手を育成することを考えているか。

まちの課題を「自分ごと」と捉え、元気で魅力的なまちづくりを
進める「まちづくりコーディネーター」の育成に努めている。地
域組織への関心を高め、将来の地域の担い手になっていただける
ことを期待している。

「スクールロイヤー（学校弁護士）制度を活用して、
 いじめや虐待などに対して法的助言で予防・解決へ」
（主な答弁者：教育部長）

スクールロイヤーとは、学校現場等におけるいじめや虐待、保護者と
のトラブルについて、法的な相談に乗れる弁護士のことをいいます。
昨今、学校現場でのいじめや親から子どもへの虐待が大きな社会問
題となっている。そうした社会背景のもと、国は学校現場でのいじ
めや虐待に対応するため、来年度から「スクールロイヤー」と呼ば
れる専門弁護士を各都道府県の教育事務所や政令市など、全国に約
３００人配置する方針を表明した。
市として、スクールロイヤー制度について、どのように考えているか。

学校教育において、いじめ問題をはじめ、不登校、学校内の事故など、
様々な問題に直面した際、法的な根拠を求められ、教員の力だけで
は対応が困難な事案が増加傾向にある。そうした中で、学校が客観
性や中立性を保って問題に対応できる外部の専門家である弁護士
と連携して、法に基づいた的確なアドバイスを受けることが可能と
なれば、問題に直面している教職員の精神的な負担が軽減され、結
果として、子どもと向き合う時間が増え、教育現場がより充実する
と考えられる。

東京・府中市東京・府中市

テーマ
道路、街路樹の剪定など
の管理業務を、一括に民
間事業者に任せる「道路
包括管理事業」について

埼玉・川越市埼玉・川越市

テーマ
駅のホームドア、デマ
ンドバス（利用者の予
約に応じて運行）につ
いて

※令和2年2月以前撮影画像を掲載

令和2年度予算に対する稲垣市長への会派要望令和2年度予算に対する稲垣市長への会派要望

参議院議員酒井やすゆきアイリス会参議院議員酒井やすゆきアイリス会 令和元年度天子神社例大祭令和元年度天子神社例大祭小山地区 新春鏡開き小山地区 新春鏡開き

加藤もとき後援会活動報告

朝方からの雨から一転、快晴のもと、後援会として初
めての秋の懇親旅行が開催されました。まず、奈良県
西大寺へ行き、特大の茶碗で抹茶を回し飲む「大茶盛
式」を体験。皆さん、大きな茶碗に悪戦苦闘しながら、
必死になって抹茶を飲まれておりました。その後は、
昼食を経て、現地の観光ボランティアの案内で奈良
公園周辺を散策しました。大変盛り上がった秋の懇
親旅行となりました。

この日も、朝方からの雨から一転、快晴のもと、初詣
が開催されました。 今回は、令和 2 年という新たな
年を迎えたことの感謝の念を込め、伊勢神宮内宮を
参拝しました。また、伊勢神宮に仕えた皇女・斎王と
その居所・斎宮をめぐる歴史や文学、そして斎宮跡
の発掘調査の成果を展示・映像で見られる斎宮歴史
博物館も訪れました。 

秋の懇親旅行

ご参加いただきました皆様におかれましては、
ありがとうございました。

初詣～伊勢神宮内宮～

令和元年 10 月 7 日（月）
奈良県西大寺・奈良公園周辺散策

参加人数 82 名

令和 2 年 1 月 29 日（水）
斎宮歴史博物館・伊勢神宮内宮参拝

参加人数 86 名

1
日目
1
日目

2
日目
2
日目

3
日目
3
日目



「密集」「密集」 「密閉」「密閉」

三密を避ける三密を避ける

手洗いうがいをこまめにする手洗いうがいをこまめにする 換気をする換気をする 人との間隔を空ける人との間隔を空ける

「密接」「密接」

加藤もとき

3 月 24 日（火）日高公園の一部が整備され、
リニューアルオープンしました。散歩道の整
備にあわせ、樹木を大幅に伐採していただき、
素敵な公園に生まれ変わりました。
ぜひ皆様、積極的にご活用ください。

3 月 24 日（火）日高公園の一部が整備され、
リニューアルオープンしました。散歩道の整
備にあわせ、樹木を大幅に伐採していただき、
素敵な公園に生まれ変わりました。
ぜひ皆様、積極的にご活用ください。

【その他】
早稲田大学マニフェスト研究所招聘研究員
自民党愛知県連青年局組織副委員長

会派：自民クラブ
所属委員会 : 建設委員会
　　　　　　➡企画総務委員会副委員長
　　　　　　　   (令和2年8月5日から)
所属審議会 : 都市計画審議会
　　　　　　 ➡都市施設管理協会
　　　　　    ( 令和2年8月5日から)

令和2年 今後の予定
令和 2 年度当初予算 【議会活動】 【後援会活動】

・国会議事堂
・迎賓館ほか

 10月1日～2日
後援会旅行（中止）

※新型コロナウイルス感染症
　の拡大により、中止とさせて
　いただきます。

令和 2年 3月 18 日（水）の 3 月議会最終日に
令和2年度の当初予算が成立しました。

一般会計： 607億 80,000千円
特別会計： 240億 13,487千円
企業会計：  96億 51,289千円

合　　計 944億 44,776千円

2 月 27 日（木）
一般質問内容（抜粋）

■新型コロナウイルス対策支援に関する市議会の動き■

令和 2 年 3 月定例会

5 月 13 日（水）
令和 2 年 5 月臨時議会

新型コロナウィルスの支援のため約22億368万円を
補正予算額として議決。

地区駐車場設置事業補助制度の廃止を含めた見直しの検討を。
今後は、状況を見極めながら検討していく。

（主な答弁者：生活安全部長）

＜議決された主な施策＞

ご自身や、周りの方、そして地域を感染拡大から守るため、それぞれの日常生活において、
ご自身の生活に合った「新しい生活様式」を実践しましょう。

愛知県独自の緊急事態宣言

市議会に新型コロナウイルス感染症対策支援本部を設置

国・愛知県を含む13都道府県に緊急事態宣言（期間：5月6日まで）

各会派からの要望を、支援本部長である議長から、
市長に対し提言書を提出

緊急事態宣言の期間の延長（期間：5月31日まで）

緊急事態宣言の対象区域から愛知県が外れる

緊急事態解除宣言

4月 10日 （金）

4月 14日 （火）

4月 16日 （木）

4月 22日 （水）

5月  4日 （月）

5月 14日 （木）

5月 25日 （月）

水道・下水道基本料金の4 か月間の減免

子育て世帯への臨時特別給付金 子育て支援臨時給付金

プレミアム商品券の発行

ＩＣＴ教育環境整備　小中学校に対して、パソコンなどのタブレット端
末等を配布し、授業が受けられる環境の整備

新型コロナウイルス感染症対策協力金交付事業
休業要請、営業時間対策等に応じるなど協力した事業者などに対して、
一律50万円の給付（県25万円、市25万円）

地区駐車場設置事業補助制度とはどのような制度なのか。また、これ
までの制度の活用実績は。

問

迷惑、路上駐車などで生活環境に著しい支障が出ている地区の駐車場
設置を支援する制度である。平成２０年度以降、活用実績はない。

答

ニーズ調査をした上、補助要件等の見直しにより、活用できる制度
または制度自体の廃止を含め、検討をするべきではないか。

問

民間事業者による駐車場の設置も増えるなど、以前と環境が変わって
きているので、今後のあり方については、状況を見極め判断していく。

答

新しい生活様式

8月5日（水）
 ・臨時会
9月2日（水）～ 4日（金）
 ・9月定例会一般質問
9月25日（金）
 ・9月定例会閉会

活動記録

2月13日2月13日
3月議会開会

2月26～28日2月26～28日
3月議会一般質問（27日）

2月4日2月4日
議会研修会

5月13日5月13日

5月臨時議会

6月26日6月26日

6月議会閉会

6月10～11日6月10～11日
6月議会

3月18日3月18日
3月議会閉会

9月4日～6日9月4日～6日
9月議会

平成30年度決算認定
令和元年度9月補正予算

10月9日～11日10月9日～11日
建設委員会視察

（小田原市、府中市、川越市）

11月7日～8日11月7日～8日
会派視察

全国都市問題会議
（鹿児島県霧島市）

令和元年

令和2年

12月議会閉会
12月20日12月20日

11月11日11月11日
都市計画審議会
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